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ホタテガイ生育環境調査

山内 弘子*・吉田 達・工藤 敏博・川村 要

J 陸奥湾におけるホタテガイ漁場の生育環境を明らかにするため、昭和 50年度から陸奥湾湾央部 2点(西

湾:浅海定線定点 St.2、東湾:同 St.4)の餌料環境を継続して調査しているが、今年度も同様に行ったの

で、その結果を報告する。また、それらに加えて蓬田村地先で平成 14年 1月から、外ヶ浜地先で平成 18

年 5月から同様の調査を行っているので、これらの結果も併せて報告する。

材料と方法

図 1に示した陸奥湾湾央部 2点において、平成

20年 4月から翌年 3月まで月毎に、ナンゼン式転

倒採水器を用いて水深 Om、20m、40mの 3層から採

水し、試水I.e をワットマンGF /Cフィルター

(孔筏1.2μm)でろ過した後、フィルターの残存

物をアセトンで抽出し、蛍光法によりホタテガイ

餌料の指標となるクロロフィル aとフェオフィチ

ンaを測定し、その分布状況を求めた。

蓬田村沖では水深 35mの地点において、平成 20

年 4月から翌年 3月まで月毎に、水中ポンプによ

り3m、15m、30mの 3層から試水 1Q を採水して

試水中のクロロフィル aとフェオフィチン aを前

述と同様に測定した。

また、外ヶ浜町では平成 20年 4月から翌年 3

月まで月毎に、水中ポンプにより塩越地先の陸側

図1調査点図

(水深 31m)の 10m層、 20m層と沖側(水深 60m)の 10m層、 30m層、蟹田地先の陸側(水深 18m)の 5m層、

12m層と沖側〈水深 59m) の 10m層、 30m層からそれぞれ試水 1Q を採水して、試水中のクロロフィル a

とフェオフィチン aを前述と同様に測定した。

結果と考察

西湾中央、東湾中央のクロロフィル aとフェオフィチン aの分布量を表 1""2に示した。調査期間内の分

布量 (3層の平均値)は、クロロフィル aが商湾中央で O.13"" 1. 41 mg/m3、東湾中央で O.09"" 1. 99mg/m3、

フェオフィチン aが西湾中央で O.39 "" 1. 86mg/m3、東湾中央で 0.25""2. 59mg/m3の範囲であった。

両湾中央のクロロフィル aとフェオフィチン a量の推移を図 2""3に示した。西湾中央でのクロロフィル

aは平成 20年 4""11月に低い値で推移し、平成 21年 1月に増加し、同年 3月には再び減少した。東湾で

のクロロフィル aは平成 20年 4""9月に低い値を示したが、同年 10""11月は平年よりもやや高い値を示し

た後、平成 21年 1月に著しく上昇し、 3月には急激に減少した。両湾のフェオフィチン aの増減はクロロ

フィル aと同様に推移し、最も高い値を示したのは平成 21年 l月であった。

*青森県下北地域県民局地域農林水産部むつ水産事務所
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表1 陸奥湾湾央部におけるクロロフィルa分布量 単位 :ml1:/耐

査 平成21年
調点 水深 4月18日 5月 6月11白 7月9日 9月6日 10月7日 11月26日 12月10日 1月22日 2月 3月4日

Om O. 11 - 0.24 O. 31 O. 36 0.21 0.64 0.37 - 1. 01 - 0.99 
西湾中央 20m O. 11 - 0.27 O. 10 0.44 O. 28 0.68 0.49 - 1. 21 - 0.79 

4Om O. 17 - 0.65 1.30 O. 94 0.07 0.12 0.41 - 2.02 - 1.17 
平崎 0.13 - 0.39 0.57 0.58 0.19 0.48 0.42 - 1.41 - 0.98 

昭和初年度句平底19年度の平均値 1.06 0.61 0.54 0.44 0.34 0.27 0.36 0.52 0.46 0.63 1.19 1.46 
平岨値と由量 -093 -0.15 0.13 -0.08 0.11 -0.10 - 0.78 - -0.48 

Om 0.07 - O. 15 O. 11 0.31 0.24 0.87 0.98 O. 62 1. 74 - O. 23 
東湾中央 20m 0.07 - 0.08 0.09 O. 35 0.21 O. 82 0.87 O. 48 1. 95 - O. 49 

4Om O. 12 - 0.51 O. 28 O. 28 0.21 0.73 1.01 0.53 2. 30 - 0.36 
平崎 009 - 0.25 Ocl6 __ Q~L 0.22 0.81 O. 95 O.~ _L!!lL_ ---=__ O. a6 

昭和田年度~平成同年産由平均値 0.33 0.34 0.34 O. 33 O. 30 0.32 0.54 0.67 0.70 1. 02 1. 32 0.98 
平均値との量 -0.24 - -0.09 -0.17 0.01 -0.10 0.27 0.28 -0.16 0.98 - -0.62 

ー，究調

表2 陸奥湾湾央部におけるフェオフィチンa分布量 単位 mg/rrI
平成21年

調査点 水潔 4月188 5月 6s11日 ls9日 9周6日 10月7日 11月26日 12月10日 1月228 2月 3月4日
Om 0.25 - 0.50 0.44 O. 60 0.44 1. 23 0.88 - 1. 32 - 2.72 

西湾中央 20m 0.31 - 0.43 0.20 1.10 0.78 1.44 1.14 - 1.51 - 0.88 
4Om O. 62 - 1. 62 1. 64 1. 85 O.34 0.49 1.05 - 2.76_ - _J，_Q6 
平均 D. 39 - O. 85 O. 76 1. 18 O. 52 1. 06 1. 03 - 186 - 1. 55 

昭和50年度~平成19年度目平均値 1. 17 1. 13 1. 03 O. 66 0.64 0.54 0.76 1. 02 O. 91 1. 02 1. 03 1. 20 
平坦値との量 ー078 -0.17 0.10 0; 55 -0.02 0.29 0.01 - 084 - 0.35 

Om 0.15 - 0.30 0.19 0.53 0.50 1.51 1.45 1.50 2.32 - 0.35 
東湾中央 20m 0.16 - 0.18 0.25 0.76 0.46 1.27 1.40 1.32 2.39 - 0.64 

4Om 0.432.16  1. 49 1. 05 0.72 1. 21 1. 35 1. 43 3._Qfi_ ---=___!L_fij 
平陶 0.25 - 088 O.64 0.78 056 1. :13 1. 40 1. 42 2. 59 - O. 53 

昭和50年度~平成19年度由平均憧 0.50 0.55 0.57 0.56 0.55 0.56 0.59 1.18 1.09 1.22 1.21 0.99 
平坦値との蓋 ーO.26 - O. 31 O. 08 O. 22 00o 0.74 O. 22 O. 33 1. 37 -0.45 

，央軍属
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因子1 西湾湾央部におけるクロロフィルa量(3眉平崎)の推移

4周 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

時期

図3-1 東湾湾央卸におけるクロロフィルa量(3膚平均)の推移
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図2-2酋湾湾央部におけるフェオフイチンa量(3眉平均)の推移

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

時期

園3-2東湾湾央部におけるフエオフィチンa量(3層平均)の推移

陸奥湾では、一般的にクロロフィルaは植物プランクトンのブルーミングにより 2'"'-'3月にピークを示し、

その後徐々に減少し、夏季に最も低い値を示す。平成 20年度は、両湾中央で 4'"'-'12月に平年(昭和 50年

度~平成 19年度の平均。以下閉じ)と同じような傾向を示したが、ピークは 1月と、平年より早い時期に

見られ、 3 月には平年値より低い値を示した(図 2~3) 。

蓬田村地先におけるクロロフィル a およびフェオフィチン a の測定結果を表 3~4、図 4 に示した。平成

20年度のクロロフィル aとフェオフィチン aの分布量 (3層の平均値)は、クロロフィル aが水深 3mで

O. 11~2. 51mg/m3、水深 15mで O.13~4. 05mg/m3、水深 30mで O.16~4. 09mg/m3の範囲、フェオフィチン a

が水深 3mで O.26~ 2. 10mg/ぜ、水深 15mで O.31 ~ 3. 35mg/ぜ、水深 30mで O.58~ 3. 27mg/m3の範囲であった
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表3 蓬園地先におけるクロロフィルa分布量
霊虚ZQ隻 ま虚z1隻

調査点 水深 4)5124日~日~日 18l0B 81128B. 91119B 101122日~目~ 1112.1 B 21123自UI..!!!i
3m 0.11 0.16 0.24 0.24 0.29 0.18 0.36 0.44 0.41 0.38 0.80 2.51 

蓮田 15m 0.13 0.24 0.33 0.46 0.47 0.19 0.36 0.41 0.44 。.38 0.9.1 4.05 

30m 0.16 0.40 0.85 1. 82 0.23 0.58 0.17 0.43 0.27 0.41 u!2 4.09 
歪~ 0.13 0.27 0.47 0.84 !Lll 0.32 0.30 0.43 0.37 0.41 Q.n 3.55 

平成14-19年度の平均値 2.05 1. 17 0.51 0.42 0.36 0.47 0.41 0.63、 。.62 。.43 0.65 1. 43 
平坦箪与の墨 四1.92 -0.90 -0.04 0.42 -0.03 -0.15 -0.12 や0.20 -0.25 -0.02 0.28 2.12 

表4 華団地先におけるフエオフィチンa分布量

鶴査点 水素
笠虚20隼 主虚21空i

41124目 51115B 61110B 71110目 81!28B 91119B 101l22B 111125B 121118B 11121B 21123昌 ulli昌
3m 。.26 0.44 0.40 0.27 0.59 0.33 1. 02 1.18 1. 15 1. 09 0.96 2.10 

蓮困 15m 0.31 0.71 0.95 。.70 1. 74 0.50 1. 12 1. 19 1. 23 1.08 1. 08 3.35 
30m 2.M 1. 10 1.70 2.48 0.73 1. 74 0.77 1. 18 0.76 1. 02 wl! u1 
ま~ 0.39 0.75 1. 02 1.15 1. 02 0.86 0.97 1. 18 1. 05 1.06 1. 08 2.91 

平成14-19年度の平均値 1. 99 1. 69 0.86 0.75 0.81 1. 13 1. 22 1.59 1.42 1. 01 1.37 1. 81 
ま袋鍾との葦 ー1.60 -0..94 0.16 0.39 0.21 -0.27 -0.25 -0.41 -0.38号 0.06 -0.29 L22 
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図4-1 益田村地先のクロロフィルa量(3層平均)の推移

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 .3月

時期

図4-2遺産自村地先のフヱオフィチンa量(3周平均}の縫移

(表 3~4) 。

蓬田村地先のクロロフィル a は、平成 20 年 4~5 月には平年(平成 14 年度 .......19 年度の平均。以下同じ)

より著しく低い値を示し、その後、平成 21年 1月まで平年通りの低い値で推移したが、同年 2月にはわず

かに増加した。さらに平成 21年 3月には平年値の 2.5倍もの高い値を示し、水深別に見ると水深 151目と

30mでクロロフィル a量がそれぞれ 4.05mg/m3、4.09mg/m3と、水深が浅い 3m層 (2.51 mg/m3)よりも高

い値を示した(表 3)。また、フェオフィチン aの増減もクロロフィル aと概ね同様に推移した(図 4)。

外ケ浜町塩越および蟹団地先におけるクロロフィル aとフェオフィチン aの測定結果を表 5-6、図 5.......8

に示した。平成 20年度のクロロフィル aの分布量 (2層の平均値)は、塩越地先の陸側で O.31.......5. 95mg/ぜ、

沖側で 0.21-2.39mg/ぜ、蟹田地先の陸側で 0.18.......7.68mg/ぜ、沖側で 0.15-2.49mg/m3の範囲であった。

また、フェオフィチン aの分布量 (2層の平均値)は、塩越地先の陸側で 0.66.......7. 52mg/ぜ、沖側で 0.57

表5 外ケ浜町塩越および蟹困地先におけるクロロフィルa分布量
聞査点 水深 4月17日 5月16日 6月10日 7月 8月 9月9日 10月10日

1伽 0.20 0.21 0.89 0.37 0.36 

塩鍾 陸側 2伽 1. 16 0.41 0.98 0.48 0.34 

平均 0.68 0.31 0.94 0.42 0.35 

平成18-19年度の平均値 1.72 2.84 0.97 0.79 仕62 0.43 0.39 

平均値との差 ー1.04 -2.53 -0.03 O.∞ -0.04 
1伽 0.12 0.21 0.80 0.21 0.37 

塩越 沖側 3伽 0.31 0.36 1. 46 。.29 0.45 

平均 0.21 0.29 1.13 0.25 0.41 
平成18-19年度の平均値 1.71 1. 63 0.89 0.46 0.52 0.34 0.31 

平均値との差 -1. 50 司1.34 0.24 -0.09 0.10 
白n 凪15 0.24 0.56 0.29 0.40 

蟹田 陸側 12m 0.21 0.31 0.54 0.37 0.37 

平均 0.18 0.27 0.55 0.33 0.38 
平成18-19年度の平均値 1. 47 1. 25 0.82 0.30 0.53 0.50 0.25 
平均値との差 -1. 29 -0.98 -0.27 -0.17 0.14 

1伽 0.11 0.21 0.70 0.20 。町34
蟹田 沖側 3伽 0.20 0.32 1. 61 0.44 0.63 

平均 0.15 0.27 1. 15 0.32 0.49 
平成18-19年度の平均値 1.70 1. 17 1. 07 0.40 。.53 0.36 0.26 

平均値との差 -1. 54 -0.90 0.09 -0.04 。.23

--，-167 

0.85 

0.40 

0.42 

0.30 

11月

単位 :mg/rri

12月7日 1月5日 2~13日 3J!!15日

0.44 。.61 0.40 7.90 

0.66 1. 45 0.25 4.∞ 
0.55 1. 03 0.32 5.95 
。.86 。.41 1ω 1. 89 
-0:31 0.62 -0.76 4.06 

0.56 0.60 0.53 2.61 

1. 16 0.42 0.57 2.16 

0.86 0.51 0.55 2.39 
0.68 0.27 1. 66 。目85
0.18 0.24 -1. 11 1. 54 
0.33 0.52 0.34 3.52 

0.38 0.91 0.35 11. 84 
。.35 0.72 0.34 7.68 

1.∞ 0.43 1. 30 2.13 
-0.65 0.29 -0.96 、5.55

0.39 3.51 0.51 2.79 
0.39 2.86 0.53 2.20 

0.39 3.18 0.52 2.49 
0.88 0.30 1. 96 1. 55 
-0.49 2.88 -1. 44 0.95 

ー，欠測



表6 外ケ浜町塩趣および蟹園地先におけるフヱオフィチンa分布量 単位:111/耐

蘭責点 水深 4月17日 5月16日 61110日 7月 8月 9月9日 10月10日 11月 12月7日 1115日 2月13日 3月15日
1伽 0.49 0.50 1.ω 1.02 0.97 0.89 1.31 0.69 11. 62 

塩趣陸側 2伽1 1.62 臥93 1. 61 1. 64 1.22 1.18 1ω 0.63 3.42 
平均 1.05 0.71 1.33 1. 33 1.10 1.03 1.ω 0.66 7.52 

平成18-19年度の平均値 2.47 2.飽 1.42 1.85 1.ω 0.93 0.77 1.37 1. 52 0.86 1閃 2.26 
平均値との差 -1.41 -2.16 ~.ω 0.40 0.33 ~.49 0.74 ~.87 5.26 

1伽 0.32 0.47 1.ω 0.69 1. 19 1.28 1.54 0.89 2.16 
塩趣 沖側 3伽 0.81 。筋 1.94 1.19 1. 39 1. 94 0.95 0.96 1.88 

平均 0.57 0.66 1. 52 0.94 1.29 1. 61 1.25 0.92 2.02 
平成18-19年度の平均値 2.115 2.02 1.44 0.90 1. 13 0.86 0.73 0.83 1.29 0.56 1. 67 1.31 
平均値との差 ー1.49 ー1.36 O.ω 0.07 O.騎 。目32 。.69 ~. 75 0.71 

加 0.46 0.63 0.84 0.86 1.12 0.90 1. 19 0.94 2.54 

鍾阻 陸側 1伽 0.68 0.78 0.94 1.42 1.26 0.94 1.59 0.74 8.85 

平坦 0.51 0.70 0.89 1.14 1.19 0.92 1.39 0.84 5.70 
平成18-19年度の平均値 1.74 1.54 1. 31 0.70 0.90 0.91 O.弱 1.13 2.36 0.88 1. 42 2.51 

平均値との差 -1.17 ~.84 ~.42 0.23 。'.64 -1.44 0.52 ~.58 3.19 

1伽 0.24 0.52 1. 01 0.73 1.07 1.05 3.89 。.87 2.13 

蟹田 沖倒 3伽 0.53 O.鍋 2.28 1.32 1.46 1.18 2.81 0.85 2.02 

平均 0.38 0.69 1.“ 1. 02 1お 1.12 3.35 。.86 2.07 

平成18-19年度の平均値 1.鈎 1. 66 1.71 。ー舗 1.12 0.84 0.83 0.87 1.70 。舗 2.21 1. 98 

平均値との差 -1. 51 ~.97 ~.07 0.18 0.43 ~.58 2.79 -1.35 0.09 

-.欠濁

8.0 8.0 

1.0 

6.0 

4・ー平成20年度

ー。ー平成18-19年度の平絹値 ~.~ H 『・』平成20年度『。ー平成18-19年度の平崎値
6.0 

壬 5.0
旨叩
~ 3.0 
• さ2.0
~ 1.0 
g 0.0 

8.0 

7.0 

6.0 

壬 5.0

) E40  

t I k 
2.0 

1.0 

。。

4月 5月 6月7Ji18月 9月 10月 11月 12周 1月 2月 3月
時期

図5-1外ヶ浜町塩越地先の陸側のクロロフィJI-a量(2.平
均)の推移

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
時期

図5-2外ヶ浜町塩越地先の陸側のフzオフィチンa量(2周平
均)の推移
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国6-1外ケ浜町温越泊先の沖倒のクロロフィルa量(2層平
均)の推移

4月 5月 8月 7月 8月 9月 10月11月 12月 1月 2月 3月

時期

116-2外ヶ浜町塩越地先の沖側のフヱオフィチンa量(2層平
均)の推移

---2. 02mg/m3、蟹団地先の陸側で O.57---5. 70mg/m3、沖側で O.38---3. 35mg/m3の範囲であった(表 5---6)。

外ヶ浜町塩越および蟹田の陸側でクロロフィル aとフェオフィチン aば平成 20年 4月から 12月まで低

い値で推移したが、平成 21年 3月には急激に上昇した(図 5、7)。また、塩越地先沖側のクロロフィル a

とフェオフィチン aも平成 20年 4月から翌年 2月にかけて低い値で推移したが、平成 21年 3月にはわず

かに高い値を示し(図 6)、蓮田村地先と同様な傾向を示した。

一方、蟹団地先の沖側のクロロフィル aとフェオフィチン aは、平成 20年 4---12月に低い値で推移した

が、平成 21年 1月に増加しており、西湾中央と同じような傾向を示した(図的。なお、水深別に見ると

平成 21年 3月には、塩越地先陸側の水深 10mでは 7.90mg/m3、蟹団地先陸側の水深 12mでは 11.84 mg/m3 

と、水深 10---12mでクロロフィル a量が非常に高い値を示した(表 5、図 5-1、7-1)。

陸奥湾では、春季にクロロフィル a量が相対的に多い津軽暖流の流れ込みの影響を受け易い西湾で、ク

ロロフィル aが高くなることが分かつており九平成 21年 3月には津軽暖流は水深 10m以深の陸側に流れ
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ため、平成 20年には春先の雪解けによる陸水から供給される栄養塩が少なかったことが餌量となる植物プ

ランクトン繁殖の制限要因となったことが考えられた。
3 
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